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1．事業の概要
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【平成30年度の実施状況】
各季の交通安全運動期間中などにおいて、交通安全啓発活動及び交通安全教室を実施した。
また、運動期間にかかわらず、通年において、出前講座を実施した。

〈各季の交通安全運動期間〉
〇春の全国交通安全運動：平成30年4月6日(金）～4月15日(日）
〇夏の交通安全県民運動：平成30年7月11日（水）～7月20日（金）
〇秋の全国交通安全運動：平成30年9月21日（金）～9月30日（日）
〇年末の交通安全県民運動：平成30年12月1日（土）～12月10日（月）

○出前講座等の実施
　行政区（３あい事業含む）や老人会、保育園・幼稚園などからの要望に応じて、年齢に応じた交通安全教室を実施した。
　平成30年度出前講座実施回数：23回
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４．総合評価

千円 節 節削減額・対象
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事務事業評価による額

人身事故発生件数は減少傾向にあるため、引き続き、各季の交通安全運動期間中の啓発活動や、
テーマに応じた交通安全啓発活動を実施していく。

交通事故発生「ゼロ」を目指し、交通安全運動や啓発活動を実施していくことから、当該事業として
は「維持」と判断した。

予算区分

改善点は見られない 改善点が若干見られる 大いに改善すべき

○各季の交通安全運動期間中や、様々なテーマ（飲酒運転撲滅、シートベルトの着用など）に沿っ
た交通安全啓発などにより、成果指標としている「人身事故発生件数」はここ数年減少傾向である。

○出前講座等については、例年、行政区（３あい事業含む）、幼稚園、保育園、小学校などからの要
望に応じて、小牧警察署と合同で実施しているが、平成30年度は、平成29年度までと比較すると実
施回数が減少しているが、交通事故発生件数は減少傾向でもあり、今後も平成30年度を下回らな
い程度に実施していく必要はある。
また、出前講座を依頼する団体が固定されつつある。

○出前講座等を依頼する団体等が固定されつつあるので、今後は、これまで出前講座を利用した
ことがない団体等にも出前講座を利用してもらえるようPRする必要がある。

事業のボリュームを現状規模で維持すべきもの事業の方向性
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